
 1 

クリスマスツリーの物語  

	
 

北国の人々が始めてクリスマスを祝おうと決めたときに、神様は四人の小さなアドベント

の天使を手伝いに遣わされました。クリスマスの準備のため地上に送られた、その天使た

ちの名前は「信仰」、「希望」、「愛」そして「喜び」でした。天使たちは「クリスマス

ツリーとして使われる木を探しなさい」と神様に命令されて、長い旅に出ました。	
 

	
 

天使たちは星がピカピカ光る青い空を飛んで行きました

。そして、雪がある北国に着くと、すぐクリスマスツリ

ーにふさわしい木を探し始めました。クリスマスのお祝いをよく表すことができる木を探

しながら、天使たちは次のように話し合いました。	
 

	
 

「僕がクリスマスツリーを決めるんだったら、その木の枝には神聖な十字

架の印があるはずだよ」と信仰という名前の天使は言いました。	
 

	
 

「その木は命の例えとして葉っぱが冬にも枯れずに一年中みどりでなけらば

ならない」と希望という名前の天使は思いました。	
 

	
 

「私は寒がる小鳥たちを守ってくれる木を見つけたい」と愛という名前の天

使は望みました。	
 

	
 

「最後に、僕は君たちが選んだ木を祝福をしましょう」と喜びという名前の

天使は言いました。「その木が人々を慰めたり喜ばせたりするようにね。」	
 	
 

	
 

さあ、このように話していた天使たちはどのような木を見つけたでしょうか

。森の中には沢山木がありましたが、冬の暗さと寒さの中で望ましい木を見

つけるのは易しいことでありませんでした。	
 

	
 

白樺はもう葉っぱを落としたままはだかんぼうで寒さで身震いしていました。ナナカマド

には葉っぱも赤い実も一つもありませんでした。しばらくすると、天使たちは松の木を見

つけました。その松の木は他の木と同じように、雪に覆われていましたが、「枝は緑でま
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だ生きている」と天使たちは喜びました。でも、どんなに見てみても、その木の枝には神

聖な十字架の印がなかったので、天使たちはがっかりしました。	
 

	
 

しばらく行くと、天使たちは凍った川の畔に着きました。そして、そこ

で立っている、もう一本の緑の木に気が付きました。その木は深い雪の

中でしたが、暖かい緑色で、森の小鳥たちを守ってくれて

いました。その上、木の枝の先に十字架の印もありました。さあ、皆さん、

その木は何の木だったかと思いますか。はい、それは樅の木でした。	
 

「クリスマスツリーを見つけた、クリスマスツリーを見つけた」と天使たちは大きい声で

嬉しそうに叫びました。そして、大喜びでクリスマスツリーに選ばれた樅の

木に贈り物をしました。天使たちはどんな贈り物を上げたでしょうか。	
 

	
 

信仰をいう名前の天使は、最初のクリスマスの夜に、ベツレヘ

ムの星空のように光るキャンドルを樅の木の枝に飾りました。希望をいう名

前の天使はこずえに大きな星を付けました。その星は神の御子が生まれた場

所の上に輝いていたクリスマスの星の意味をしました。そして、愛という名前の天使は、

遠い東の国から尋ねに来た、—幼子に贈り物を差し上げた博士たちに

習って、樅の木の前にたくさん素敵なプレゼントを用意しました。最

後に、喜びという名前の天使は人々の心を癒したり喜ばせたりできる

力をクリスマスツリーにあげました。	
 

	
 

さて、樅の木はクリスマスの奇跡、つまり人間の姿をとられた、神の御子

、イエス・キリストについて不思議な話ができるようになりました。クリ

スマスツリーは人々を愛された造り主、喜びの福音を述べ伝えられた主、人々の罪のため

に十字架で死なれた救い主、また死を打ち勝たれた命の主について語り始めました。	
 

	
 

この物語によると、アドベントの天使たちは昔北国のクリスマスを準備

したようです。それは本当かどうか分かりませんが、その時から、クリ

スマスツリーはクリスマスの福音、つまり良い知らせを語りつつ、人々を毎年毎年喜ばせ

てきました。今年は、この不思議な木があなたにもイエス・キリストの誕生日の意味を教

えてくれるようにと私はお祈りいたします。	
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聖書を開きましょう	
 	
 	
 	
 	
 	
 １２月の聖書の学び	
 

	
 

クリスマスツリーのメッセージ	
 

	
 

入道	
 

	
 

クリスマスツリーの物語は私たちに、どんなことを教えてくれるでしょうか。詳しく見て

見ると、その物語は３つのメッセージを含んでいます。では、聖書を開いて、そのメッ

セージをご一緒に学びましょう。３つの質問に進んでいきたいと思います。１．神様はク

リスマスの準備をする天使たちにどのような助けを送ってくださいましたか。２．天使た

ちはどんな木をクリスマスの福音を伝えるために選びましたか。３．クリスマスツリーが

語っている良い知らせは、どんなものでしたか。	
 

	
 

１	
 天使たちのメッセージ	
 	
 

	
 

最初に、神様はクリスマスの準備をする人にどのような助けを送ってくださいましたか。	
 

はい、天使たちを送って下さいました。これはどんな意味をするかということを考えるた

めに、ヒントをさしあげましょう。天使たちの名前を思い出して下さい。「信仰」、「希

望」、「愛」そして「喜び」でしたね。この天使たちの名前はキリスト教の４つの宝物だ

と言ってもいいと思います。この４つは、どうしても人生にとってなくてはならないもの

です。では、もう少し天使たちの名前を調べてみましょう。	
 

	
 

１.	
 コリントの信徒への手紙一	
 /	
 13 章	
 13 節	
 （新約聖書	
 p．３１７）	
 

それゆえ、信仰と、希望と、愛、この三つは、いつまでも残る。その中で最も大いなるも

のは、愛である。	
 

まず、「信仰」に注目しましょう。ルターの教理問答によると、神と救い主

イエス・キリストを知って神の子となることは、人生の最も大事なことです。

なぜでしょうか。	
 

２.使徒言行録	
 /	
 16 章	
 31 節	
 （新約聖書	
 p．２４６）	
 

二人は言った。「主イエスを信じなさい。そうすれば、あなたも家族も救われます。」	
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３.エフェソの信徒への手紙	
 /	
 2 章	
 8 節	
 （新約聖書	
 p．３５３）	
 

事実、あなたがたは、恵みにより、信仰によって救われました。このことは、自らの力に

よるのではなく、神の賜物です。	
 

この箇所に書いてある通りに、信仰は決して人の力とか努力によるものではありません。

それはいつも神様からいただいた賜物です。希望、愛と本当の喜びもそうです。	
 

	
 

４．ローマの信徒への手紙	
 /	
 15 章	
 13 節	
 （新約聖書	
 p．２９５）	
 

希望の源である神が、信仰によって得られるあらゆる喜びと平和とであなた

がたを満たし、聖霊の力によって希望に満ちあふれさせてくださるように。	
 

最初のクリスマスの夜に、神様は私たちに耐えることのない希望を与えて下

さいました。本当の光、イエス・キリストが世の中に入り、人々の暗闇を照らされました

から。	
 

	
 

５.	
 ヨハネの手紙一	
 /	
 4 章	
 ９節	
 （新約聖書	
 p．４４５）	
 

神は、独り子を世にお遣わしになりました。その方によって、わたした

ちが生きるようになるためです。ここに、神の愛がわたしたちの内に示

されました。	
 

神様は人に対するみ心、つまり愛、をイエス・キリストを通して明らかになされました。

最初のクリスマスの夜に、天のみ使いたちはその喜びを告げました。	
 

	
 

６.	
 ルカによる福音書	
 /	
 2 章	
 10 節	
 （新約聖書	
 p．１０３）	
 

天使は言った。「恐れるな。わたしは、民全体に与えられる大きな喜び

を告げる。	
 

では、まとめてみましょう。神様はクリスマスの準備をする私たちを、どのように助けて

くださいますか。私たちはクリスマスを迎えるために一生懸命色々な準備をしますね。け

れども、心の準備をしないと、クリスマスの本当の喜びを感じることはできません。です

が、神様はクリスマスの喜びを味わたい者に信仰と希望と愛の賜物を用意され、それを皆

さんに与えたいのです。それを求めましょう。	
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２	
 樅の木のメッセージ	
 

	
 

十字架の印	
 

次に、天使たちはクリスマスのメッセージを伝えるためにどんな木を選び

ましたか。信仰の天使は枝に十字架がある木を選ぼうとしました。どうし

てでしょうか。十字架はどんな印ですか。キリスト教の象徴である十字架

はイエス・キリストの地上の使命を表します。飼い葉桶で始まった、その使命は十字架で

全うされました。	
 	
 

７.	
 コリントの信徒への手紙一	
 /	
 1 章	
 18 節	
 （新約聖書	
 p．３００）	
 

十字架の言葉は、滅んでいく者にとっては愚かなものですが、わたしたち救われる者には

神の力です。	
 

十字架は死の印として世界中で使われますが、実は勝利を意味します。イエスは十字架の

上で死なれましたが、3日目に復活され、死と罪と悪魔の力を打ち勝たれました。私たち

は十字架での贖い（あがない）によってのみ救われます。	
 

	
 

生きている	
 

希望の天使はどうしても生きている緑の木を見つけたかったです。緑

はやはり命の象徴ですね。良い牧者であるイエスがこの世にお生まれ

になったのは、私たちに豊かな命を与えるためでした。	
 

８.ヨハネによる福音書	
 /	
 10 章	
 10 節	
 （新約聖書	
 p．１８６）	
 

盗人が来るのは、盗んだり、屠ったり、滅ぼしたりするためにほかならない。わたしが来

たのは、羊が命を受けるため、しかも豊かに受けるためである。	
 

聖書が語っている命は地上の人生だけではなく、天国で用意された永遠の命の意味もしま

す。	
 

	
 

守ってくれる	
 

愛の天使は暗さや寒さの中で鳥たちを守ってくれる木を探しました。

なぜでしょうか。守ってくれることは神様の愛をよく表すことです。

樅の木は森の小鳥を守るように、神様の愛と恵みは私たちを守ってくださいます。	
 

９．イザヤ書	
 /	
 25 章	
 4 節	
 （旧約聖書	
 p．１０９８）	
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まことに、あなたは弱い者の砦／苦難に遭う貧しい者の砦／豪雨を逃れる避け所／暑さを

避ける陰となられる。	
 

皆さんが覚えておられるように、喜びの天使はこの３つの条件、つまり十字架の印がある

こと、緑で生きていることと守ってくれること、に合った木を祝福しました。	
 

	
 

樅の木は、クリスマスのメッセージを伝えるために選ばれました。私たちは福音を述べる

ためにどんな者でしょうか。洗礼を受けた者は、イエスの勝利の印で祝福されましたが、

信仰者として生きていますか。神様の愛を味わって、周りの人に喜びを分かち合って、生

きていきましょう。	
 

	
 

３	
 プレセントのメッセージ	
 

	
 

最後に、天使たちは見つけた樅の木に、どんな贈り物をさざげましたでしょうか。	
 

	
 

キャンドル	
 	
 

信仰の天使が枝に付けたキャドルは何を意味しますか。キャンドルはイエ

ス・キリストのご誕生を通して、本当の光がこの世に来られたということ

を示しています。	
 

１０.	
 ヨハネによる福音書	
 /	
 1 章	
 9 節	
 	
 （新約聖書	
 p．１６３）	
 

その光は、まことの光で、世に来てすべての人を照らすのである。	
 

私たちも同じように、信仰の灯火（炎）を隠さないで生きていきましょう。	
 

１１.マタイによる福音書	
 /	
 5 章	
 16 節	
 	
 （新約聖書	
 p．７）	
 

そのように、あなたがたの光を人々の前に輝かしなさい。人々が、あなたがたの立派な行

いを見て、あなたがたの天の父をあがめるようになるためである。」	
 

	
 

星	
 	
 

希望の天使は樅の木のこずえに希望の星を付けました。最初のクリスマス

に、クリスマスの星は遠い東の国から、博士たちをイエスの下に導いてくれました。	
 

１２．マタイによる福音書	
 /	
 2 章	
 9 節	
 	
 （新約聖書	
 p．２）	
 

彼らが王の言葉を聞いて出かけると、東方で見た星が先立って進み、ついに幼子のいる場

所の上に止まった。	
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神様のみ言葉はその星のように私たちを導いて下さいます。み言葉は目指している目的地

に導いて下さいますから、毎日それを読みましょう。あるクリスマスに、父と母は私に、

白い表紙のきれいな聖書をプレセントにしてくれました。その最初のページに、母が書い

た言葉を、私は今も覚えています。「天国に入ろうと望んでいるなら、聖書を読んでくだ

さい。そうすれば、天国への道、イエス・キリストが見つかります。」	
 	
 

	
 

贈り物（クリスマスプレゼント）	
 

愛の天使は樅の木の下にプレセントを一杯持ってきました。最初のクリスマ

スの夜、神様は御自分の御子を通して歴史上一番大きくて、大事なプレゼン

トを下さいました。その愛の印として私たちにもクリスマスプレゼントをだ

れかにあげる習慣があるのです。	
 

	
 

１３．ヨハネの手紙一	
 /	
 4 章	
 19 節	
 （新約聖書	
 p．４４６）	
 

わたしたちが愛するのは、神がまずわたしたちを愛してくださったからです。	
 

	
 

喜びを与えられる力	
 	
 

クリスマスツリーは人々の心を癒したり喜ばせたりできる力を付け

てもらいました。クリスマスの奇跡に遭った羊飼いたちは喜びで満

ちて野原に帰って、仕事をし続けました。	
 

１４．ルカによる福音書	
 /	
 2 章	
 20 節	
 （新約聖書	
 p．１０３）	
 

羊飼いたちは、見聞きしたことがすべて天使の話したとおりだったので、神をあがめ、賛

美しながら帰って行った。	
 

私たちも羊飼いのようにクリスマスの赤子の下に行き、喜びに満たして頂きましょう。イ

エスから離れていても、み言葉に導かれて、救い主を見つけることができます。神様は自

分の救い主としてイエスを受け入れる者を、信仰と希望と愛と喜びの賜物で祝福して下さ

います。	
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